
１
、
研
究
の
目
的

　
本
稿
は
、
明
治
期
の
中
等
教
育
国
語
教
科
書
に
お
い
て
、
い
か
な
る
「
普
通

文
」
規
範
が
創
出
さ
れ
、
い
か
な
る
「
普
通
文
」
実
践
が
な
さ
れ
た
の
か
を
明

ら
か
に
す
る
研
究
の
一
環
と
し
て
、
新
保 

『
中
學
國
文
讀
本
』（
明
治
二
八
、

金
港
堂
）
を
取
り
上
げ
る
も
の
で
あ
る
。

　「
普
通
文
」
は
、
明
治
時
代
の
文
語
文
と
い
う
単
一
の
軌
範
の
も
の
が
存
在
し

た
わ
け
で
は
な
く
、
新
し
い
時
代
に
必
要
な
、
国
民
に
普
く
通
じ
る
書
記
言
語

の
創
成
を
め
ざ
し
て
、
大
雑
把
に
言
っ
て
も
、
漢
文
訓
読
文
・
漢
文
訓
読
を
基

に
仮
名
を
交
え
た
文
・
和
文
を
基
に
漢
字
を
交
え
た
文
・
欧
文
直
訳
文
等
、
そ

れ
ぞ
れ
の
時
点
で
可
能
で
あ
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
「
普
通
文
」
軌
範
の
追
求
が
な

さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
新
保
磐
次
は
、「
い
ら
つ
め
」
同
人
の
言
文
一
致
運
動
に
関
わ
っ
た
人 

、

そ
の
運
動
の
一
環
と
し
て
明
治
二
〇
年
に
『
日
本
普
通
文
如
何
』（
金
港
堂
）
を

出
版 

。
明
治
一
九
年
に
東
京
高
等
師
範
学
校
の
教
員
と
し
て
採
用
さ
れ
て

お
り
、
教
科
書
で
は
、
明
治
一
九
年
に
談
話
体
採
用
の
小
学
校
用
『
日
本
読
本
』

磐
次＊１

物
で＊２

し
た＊３

（
金
港
堂
）
の
初
歩
第
一
及
び
初
歩
第
二
を
出
版
、
明
治
二
八
年
に
は
『
中
學
國

文
讀
本
』（
金
港
堂
）
を
出
版
し
て
い
る
。

　
新
保
の
後
年
に
お
け
る
次
の 

に
は
、
新
保
が
「
普
通
文
」
創
出
の
使
命

を
自
覚
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。（
傍
線
稿
者
。
以
下
同
）

御
承
知
で
も
あ
り
ま
せ
う
が
、
高
等
師
範
学
校
の
出
来
る
ま
で
は
、
國
語

科
と
い
ふ
も
の
が
な
く
、
中
等
以
上
の
學
校
で
は
和
文
・
漢
文
の
二
科
が

あ
つ
て
和
文
の
先
生
は
純
粋
の
和
文
ば
か
り
教
へ
て
、
學
校
を
「
學
び
屋
」

洋
學
を
「
西
の
國
の
物
學
び
」
な
ど
ゝ
長
つ
た
ら
し
い
こ
と
を
書
か
せ
る

し
、
漢
文
の
先
生
は
漢
語
を
自
由
に
使
ふ
け
れ
ど
、
過
去
・
現
在
・
未
来

も
分
か
ら
ぬ
や
う
な
文
を
教
へ
る
。
そ
し
て
兩
方
と
も
主
格
の
な
い
文
を

得
意
に
書
い
て
ゐ
る
。
か
う
い
ふ
文
で
は
文
明
の
良
導
體
と
し
て
高
等
の

學
藝
を
傳
へ
複
雑
な
事
を
記
録
す
る
資
格
が
な
い
か
ら
、
是
非
和
漢
文
を

合
一
し
國
語
科
を
創
設
し
て
立
派
な
普
通
文
を
作
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

右
の
述
懐
中
に
「
文
明
の
良
導
体
」
と
あ
る
が
、
す
で
に
明
治
二
〇
年
の
新
保

『
日
本
普
通
文
如
何
』
に
「
文
明
ノ
導
体
」
の
語
句
が
見
え
る
（
後
掲
）。
諸
外

国
か
ら
の
新
知
識
流
入
に
伴
い
知
識
基
盤
社
会
の
明
治
版
と
も
言
え
る
状
況
の

中
、「
普
通
文
」
が
、
万
民
に
通
ず
る
書
き
言
葉
と
い
う
ば
か
り
で
な
く
、
新
し

述
懐＊４

─　　─６５

「
国
語
教
育
研
究
」
第
六
十
号
（
平
成
三
十
一
年
三
月
刊
）

　

新
保
磐
次
『
中
學
國
文
讀
本
』
に
お
け
る
「
普
通
文
」

─
─
教
材
「
藤
樹
先
生
」
の
典
拠
か
ら
の
文
体
的
変
容
─
─

信
　
木
　
伸
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く
日
本
の
文
明
を
開
い
て
い
く
た
め
の
媒
体
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
『
中
學
國
文
讀
本
』
に
は
、
編
者
の
文
章
が
教
材
と
し

て
採
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
、
文
章
作
成
に
当
た
っ
て
参
照
さ
れ
た
と
お

ぼ
し
き
典
拠
が
見
出
せ
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
教
材
本
文
に
お
け
る
典
拠
か
ら

の
文
体
的
変
容
を
分
析
し
、
新
保
に
お
け
る
「
普
通
文
」
創
出
の
痕
跡
を
析
出

す
る
の
が
本
稿
の
趣
旨
で
あ
る
。

２
、
新
保
磐
次
の
「
普
通
文
」
論

　
新
保
の
作
成
し
た
教
材
文
の
検
討
の
前
に
、
新
保
に
お
け
る
「
普
通
文
」
規

範
に
つ
い
て
、『
日
本
普
通
文
如
何
』（
明
治
二
〇
年
六
月
、
金
港
堂
）
を
確
認

し
て
お
き 

。
同
書
「
コ
ノ
趣
意
」
で
は
、
言
と
文
を
近
づ
け
て
い
く 

を
目
指
す
手
立
て
と
し
て
、「
普
通
文
」
を
改
良
し
て
い
く
必
要
性
を
説
い
て
い

る
。

ワ
ガ
日
本
文
古
來
幾
多
ノ
鎔
合
亂
打
ヲ
經
テ
、
曾
テ
鍛
錬
ノ
効
ヲ
見
ズ
、

剰
ヘ
漢
字
ノ
抵
抗
ニ
由
リ
、
今
日
ノ
普
通
文
ト
シ
テ
以
テ
文
明
ノ
導
體
ト

ナ
ル
ヲ
得
ザ
ル
ニ
至
レ
リ
。
コ
コ
ニ
於
テ
羅
馬
字
會
興
リ
、
假
名
ノ
會
始

マ
リ
、
文
字
文
章
ノ
論
ア
リ
、
言
文
一
致
ノ
説
ア
リ
、
或
ハ
公
ニ
漢
字
ノ

數
ヲ
限
ラ
ン
ト
云
ヒ
、
或
ハ
賞
ヲ
懸
ケ
テ
男
女
同
文
ノ
策
ヲ
索
メ
、
或
ハ

望
ミ
テ
日
本
文
ニ
絶
シ
テ
英
文
ニ
属
ス
ル
者
ア
リ
。（
中
略
）
而
シ
テ
漢
字

ヲ
放
逐
ス
ル
ノ
論
及
ビ
今
ノ
俗
語
ヲ
普
通
文
ト
ス
ル
ノ
論
ハ
皆
日
本
文
改

良
ノ
正
點
ヨ
リ
發
シ
タ
ル
者
ナ
レ
ド
モ
、
ソ
ノ
方
法
ハ
果
シ
テ
自
然
ニ
逆

フ
所
無
キ
カ
、（
中
略
）
既
ニ
時
文
ヲ
改
良
セ
ン
ト
云
フ
カ
ラ
ハ
余
ハ
今
漢

字
交
リ
ノ
文
ニ
就
テ
論
ス
ベ
キ
コ
ト
無
論
ナ
リ
。
而
シ
テ
如
何
ナ
ル
點
ヲ

た
い＊５

こ
と＊６

改
良
セ
ン
カ
、（
以
下
略
）

　
明
治
二
〇
年
頃
の
「
文
明
ノ
導
体
」
と
し
て
の
「
普
通
文
」
文
体
の
現
状
に

関
わ
っ
て
、「
漢
文
訳
読
体
ハ
和
文
ヨ
リ
出
デ
テ
今
日
普
通
文
ノ
地
ヲ
占
メ
」
て

い
る
が
、
漢
学
者
に
よ
っ
て
漢
文
表
現
が
濫
用
さ
れ
た
た
め
に
、
新
し
い
時
代

の
事
物
や
思
想
を
表
す
の
に
適
さ
な
い
も
の
に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
こ
で
、
現

時
の
「
漢
文
訳
読
体
」
の
改
良
す
べ
き
点
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
具
体
的
な
方

策
を
説
い
て 

。
こ
れ
ら
が
教
科
書
に
お
い
て
い
か
に
実
現
さ
れ
て
い
る
か

が
、
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
い
こ
と
の
一
つ
と
な
る
。

・「
語
ヲ
撰
ブ
ベ
キ
コ
ト
」

余
ガ
コ
ノ
頃
ニ
於
テ
望
ミ
タ
ル
コ
ト
ハ
、
第
一
、
已
ム
ヲ
得
ザ
ル
ニ
非
ザ

レ
バ
努
メ
テ
普
通
ノ
字
ヲ
使
フ
ベ
キ
コ
ト
（
タ
ダ
シ
馬
方
語
ハ
修
辭
ノ
嫌

フ
所
ナ
リ
）。
第
二
、
洋
語
ヲ
バ
成
ル
タ
ケ
漢
譯
セ
ザ
ル
コ
ト
。
第
三
、
字

義
ノ
穿
鑿
ヲ
節
儉
ス
ベ
キ
コ
ト
、
第
四
、
自
今
學
士
文
者
ノ
著
書
ニ
ハ
常

ニ
コ
コ
ニ
注
意
シ
テ
、
有
用
ナ
ル
普
通
文
ヲ
多
ク
世
ニ
出
シ
。
随
テ
善
良

ナ
ル
作
文
學
ノ
基
ト
ナ
ス
コ
ト
ナ
リ
。

　
平
易
な
用
語
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。「
一
時
ノ
急
ヲ
救
フ
コ
ト
ハ
実

ニ
已
ム
ヲ
得
ザ
ル
事
」
と
し
て
漢
語
を
使
用
す
る
一
方
、「
開
明
事
物
ノ
名
」
は

漢
訳
す
る
と
「
く
だ
く
だ
し
き
」
場
合
は
洋
語
の
ま
ま
仮
名
表
記
と
し
て
い
る
。

・「
文
法
ヲ
正
シ
ク
ス
ル
コ
ト
」

　「
瞬
間
の
現
在
　
鳥
啼
ク
」・「
永
続
の
現
在
　
鳥
啼
ケ
リ
」・「
真
の
過
去
　
鳥

啼
キ
キ
」
等
を
区
別
す
る
時
限
を
表
す
語
を
使
用
す
る
こ
と
、「
ガ
」・「
ノ
」・

「
ニ
」・「
ヲ
」
の
格
助
詞
を
使
用
し
た
り
必
要
な
主
語
を
省
略
し
な
い
こ
と
で
文

意
を
明
確
に
す
る
こ
と
、
受
け
身
の
助
動
詞
「
ル
」・「
ラ
ル
」
を
使
用
し
て
被

動
の
文
を
非
生
物
主
語
の
文
に
も
活
用
す
る
こ
と
提
案
し
て
い
る
。

い
る＊７

─　　─６６



・「
句
読
ヲ
正
シ
ク
ス
ル
コ
ト
」

　『
古
事
記
』・『
祝
詞
』・『
伊
勢
物
語
』・『
竹
取
物
語
』・『
古
今
集
序
』・『
源
氏

物
語
』・
長
歌
短
歌
等
の
上
古
文
・
中
古
文
に
句
読
点
を
施
し
た
例
を
示
し
て
、

「
日
本
文
間
歇
ナ
カ
ル
ベ
シ
」
と
い
う
和
文
の
冗
長
性
批
判
に
反
駁
し
て
い
る
。

句
読
点
を
適
切
に
施
せ
ば
、
和
文
も
ま
た
、
読
み
易
い
簡
潔
な
文
に
な
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

　
他
に
は
、
頭
字
を
施
す
こ
と
も
掲
げ
て
い
る
。

　
次
章
で
見
て
い
く
自
作
の
教
科
書
教
材
は
、
右
に
「
自
今
学
士
文
者
ノ
著
書

ニ
ハ
常
ニ
コ
コ
ニ
注
意
シ
テ
、
有
用
ナ
ル
普
通
文
ヲ
多
ク
世
ニ
出
シ
」
と
あ
る

よ
う
に
「
普
通
文
」
論
の
実
践
と
し
て
作
成
さ
れ
た
と
言
え
よ
う
。

３
、
新
保
磐
次
作
成
の
教
材
に
お
け
る
「
普
通
文
」

　
新
保
磐
次
『
中
學
國
文
讀
本
』（
明
治
二
八
年
八
月
八
日
、
金
港
堂
、
全
　１０

冊
）
は
、
編
集
方
針
に
つ
い
て
例
言
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て 

。

本
書
は
尋
常
中
學
校
國
語
科
の
教
科
書
を
目
的
と
し
て
編
纂
せ
る
者
に
し

て
、
大
日
本
教
育
會
國
語
研
究
組
合
の
意
見
に
基
づ
き
、
第
一
學
年
は
今

時
の
文
、
第
二
學
年
は
徳
川
時
代
以
降
の
文
、
第
三
學
年
以
上
は
通
じ
て

中
古
以
来
の
文
を
以
て
し
、
毎
半
期
一
冊
即
ち
全
部
十
冊
を
以
て
成
れ
り
。

　「
大
日
本
教
育
会
国
語
研
究
組
合
の
意
見
」
と
は
、
明
治
二
七
年
に
同
組
合
が

出
し
た
「
尋
常
中
学
校
国
語
科
の 

」（
以
下
「
要
領
」）
の
こ
と
で
あ
る
。

本
教
科
書
は
、「
要
領
」
の
方
針
通
り
、
今
文
、
近
世
文
、
中
古
以
降
の
文
を
順

に
学
習
す
る
よ
う
配
列
さ
れ
て
い
る
。
菊
野
雅
之
（
二
〇
一
三
）
は
、
こ
の

「
要
領
」
の
「
国
語
の
大
体
に
通
じ
普
通
文
を
自
由
に
読
み
自
由
に
書
く
こ
と
を

い
る＊５

要
領＊８

得
し
む
る
」
に
お
け
る
「
国
語
の
大
体
」
が
、
同
「
範
囲
」
の
項
に
上
古
か
ら

明
治
期
当
時
に
至
る
ま
で
の
各
時
代
の
国
語
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
現
在
通
用
し

て
い
る
普
通
文
も
模
範
の
一
つ
と
し
つ
つ
も
、
さ
ら
に
中
古
か
ら
現
在
に
至
る

ま
で
の
古
文
作
品
を
学
習
し
な
が
ら
、
普
通
文
を
「
雅
致
有
益
な
る
国
文
」
へ

鍛
え
続
け
て
」
い
く
こ
と
が
ね
ら
わ
れ
て
い
た
と
し
て 

。
同
教
科
書
発
行

と
同
じ
時
期
に
、
石
田
道
三
郎
『
新
撰
國
文
』（
明
治
二
七
年
、
教
育
書
房
）
を

始
め
、
中
学
校
国
語
教
科
書
に
今
文
が
掲
載
さ
れ
は
じ
め
て
い
る
。
今
文
の
教

材
が
登
場
し
て
も
尚
、
近
世
以
前
の
様
々
な
特
色
特
徴
を
備
え
た
文
章
を
学
ぶ

こ
と
が
、「
普
通
文
」
を
作
っ
て
い
く
た
め
に
意
義
を
持
ち
続
け
て
い
た
と
い
う

こ
と
に
は
留
意
し
て
お
き
た
い
。

　『
中
學
國
文
讀
本
』
に
お
い
て
、
教
材
文
は
、「
要
領
」
の
「
専
ら
実
用
を
旨

と
し
」「
普
通
文
を
自
由
に
読
み
自
由
に
書
く
こ
と
を
得
し
む
る
」
た
め
の
教
材

と
し
て
採
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
既
存
の
文
章
を
集
め
る
だ
け
で
は

「
普
通
文
」
の
範
と
す
る
に
は
不
足
が
あ
っ
た
こ
と
が
、「
例
言
」
に
う
か
が
え

る
。

古
今
の
文
章
中
、
文
理
の
通
じ
難
く
思
は
る
ゝ
者
も
稀
に
は
無
し
と
せ
ず
。

然
れ
ど
も
其
の
全
く
誤
寫
と
見
做
す
べ
き
處
を
除
き
て
は
、
總
べ
て
元
の

儘
に
存
し
、
其
の
可
否
は
教
授
者
と
學
者
と
の
品
評
研
究
に
任
せ
た
り
。

　
そ
う
し
た
問
題
も
、
自
作
教
材
を
採
用
し
た
理
由
と
一
つ
に
な
っ
て
い
よ
う
。

毎
文
題
名
の
下
に
、
必
記
者
の
姓
名
又
は
別
號
を
附
記
せ
り
（
中
略
）
其

二
つ
の
者
共
に
記
せ
ざ
る
は
、
編
纂
者
及
び
友
人
三
宅
米
吉
氏
の
文
な
り
。

　
著
者
名
も
し
く
は
書
名
の
記
載
が
な
い
も
の
は
、
新
保
及
び
三
宅 

が
作

成
し
た
文
章
と 

。
出
典
無
記
名
の
教
材
の
著
者
が
新
保
な
の
か
三
宅
な
の

か
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
共
に
「
い
ら
つ
め
」
同
人
と
し
て
教
材
文

い
る＊９

米
吉＊　１０

あ
る＊　１１
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の
文
体
的
試
み
を
共
有
し
て
い
た
も
の
と
考
え
、
書
き
手
に
よ
る
文
体
的
な
揺

れ
の
問
題
は
保
留
し
て
お
く
。
既
存
の
文
章
の
不
足
を
埋
め
る
た
め
に
採
ら
れ

た
自
作
教
材
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
時
点
で
編
者
の
考
え
得
る
最
も
適
切
な

「
普
通
文
」
文
体
の
試
み
が
提
示
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　『
中
學
國
文
讀
本
』
所
収
の
自
作
教
材
は
、
巻
一
に
「
藤
樹
先
生
」・「
鎌

倉
」・「
太
平
洋
の
航
海
」・「
望
遠
鏡
の
發
明
」・「
英
國
歴
遊
」・「
高
田
屋
嘉
兵

衛
」・「
須
磨
」・「
動
物
の
色
澤
」、
巻
二
に
「
熱
海
」・「
有
馬
」・「
詩
仙
堂
」・

「
化
學
試
験
を
奏
覧
す
る
解
説
」、
巻
四
に
「
孟
子
」・「
松
嶋
」
が
収
め
ら
れ
て

い
る
。
学
習
の
初
期
に
集
中
し
て
配
置
さ
れ
て
お
り
、
ジ
ャ
ン
ル
は
、
紀
行
文
、

伝
記
、
科
学
の
平
易
な
説
明
文
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
教
材
「
藤
樹 

」
に
つ

い
て
は
、
典
拠
と
し
て
、
中
江
藤
樹
の
事
跡
や
逸
話
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
近

世
の
諸
書
が
考
え
れ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
本
文
と
比
較
し
た
結
果
、
記
載
内
容
の

一
致
が
見
ら
れ
た
も
の
は
、
中
江
藤
樹
の
事
跡
を
収
録
し
た
川
田
氏
本
『
藤
樹

先
生
年
譜
』（
安
政
五
序
、
川
田
剛
、
以
下
『
年
譜
』）、『
藤
樹
先
生
行
状
』（
成

立
不
詳
、
以
下
『
行
状
』）、『
藤
樹
先
生
事
状
』（
写 –   
安
政
三
、
以
下
『
事
状
』）、

『
藤
夫
子
行
状
聞
傳
』（
宝
暦
三
序
、
志
村
仲
昌
、
以
下
『
聞
伝
』）
の
他
、
藤
樹

の
逸
話
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
『
東
遊
記
』（
前
編
寛
政
七
刊
、
橘
南
谿
）、『
先
哲

叢
談
』（
文
化
一
三
刊
、
原
善
、
以
下
『
叢
談
』）、『
先
哲
像
伝
』（
弘
化
元
刊
、

原
義
胤
、
以
下
『
像
伝
』）
で
あ 

。
こ
の
う
ち
特
に
、
川
田
氏
本
『
年
譜
』

及
び
『
事
状
』
は
、
教
材
の
記
述
内
容
の
一
致
度
が
高
く
、
教
材
作
成
に
当

た
っ
て
直
接
参
照
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、

記
載
内
容
の
一
致
す
る
書
の
本
文
を
、
こ
の
教
材
が
作
成
さ
れ
る
際
に
参
考
に

さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
も
の
（
以
下
「
典
拠
」）
と
し
て
、
教
材
本
文
と
比
較
検

討
す
る
。

先
生＊　１２

っ
た＊　１３

　
以
下
、『
中
學
國
文
讀
本
』
が
「
典
拠
」
本
文
を
ど
の
よ
う
に
改
変
し
た
の
か

を
抽
出
し
、
新
保
の
創
出
し
よ
う
と
し
た
「
普
通
文
」
の
相
を
析
出
す
る
。

※
傍
線
稿
者
。「
～
」
部
は
省
略
箇
所
。

（
１
）
漢
文
体
の
川
田
氏
本
『
藤
樹
先
生
年
譜
』・『
藤
樹
先
生
事
状
』・『
先
哲
叢

談
』
及
び
漢
文
訓
読
体
の
『
藤
樹
先
生
行
状
』・『
藤
夫
子
行
状
聞
伝
』
か

ら
の
改
変

Ａ
　
引
用
符
「
」・『
』
の
使
用

・
稱
藤
樹
先
生
（『
年
譜
』）
▼
稱
し
て
「
藤
樹
先
生
」
と
云
へ
り
　
・
始
讀

大
學
。
至
自
天
子
以
至
於
庶
人
。
～
。
嘆
曰
。
幸
哉
此
經
之
存
～（『
年

譜
』）
▼
十
一
歳
の
時
始
め
て
大
學
の
素
讀
を
受
け
、「
自
二

天
子
一 
以 　テ 
至
 
 二

　
ル
マ
デ

於
庶 
人 
一

～
。」
と
い
ふ
を
讀
む
に
至
り
曰
は
く
、「
幸
に
此
の
書
の
存
せ
る

　
ニ

あ
り
。
～
」
と
　
・
先
生
甞
語
諸
生
曰
。
吾
於
了
佐
。（『
年
譜
』）
▼
藤
樹

門
人
に
謂
ふ
、「
吾
了
佐
に
於
て
～
」
と
。　
・ 

感 
有 
ニ
因
テ
作
ス
。
樹

　
ル

欲
靜
兮
風
不
止
。
子
欲
與
養
親
不
待
。
來
者
可
追
歸
去
來
。（『
聞
伝
』）
▼

「
樹 
欲
 

 
レ

　
ス
レ
ド
モ
 
靜
 

 而風
不
レ

　
ナ
ラ
ン
ト

 
止 
、
子

　
マ

 
欲
 

 
レ

　
ス
レ
ド
モ
 
養
 
 而
親
不
レ

　
ハ
ン
ト

 
待 
」
と
い
ふ
に

　
タ

至
り
　
・
藤
樹
神
色
不
レ 
變 
曰
。
～（『
叢
談
』）
▼
藤
樹
暫
く
黙
考
し
て
徐

　
セ

か
に
曰
ふ
や
う
、「
～
」
と
　
・
投
レ

刀
羅 
拝 
曰
。
～（『
叢
談
』）
▼
慚
愧

　
シ
テ

拜
伏
し
て
曰
は
く
、「
～
」
と
　
・
先
生 
論 
レ

　
ジ
テ
 
之 
曰
。
～（『
事
状
』）
▼
藤

　
ヲ

樹
曰
は
く
、「
～
。」
と

引
用
部
と
地
の
文
と
の
区
別
を
明
瞭
に
し
て
、
文
を
分
か
り
や
す
く
す
る
改

変
で
あ
る
。
な
お
、
引
用
内
で
さ
ら
に
引
用
を
行
う
場
合
、『
』
を
使
用
す
る

こ
と
で
、
入
れ
子
構
造
を
把
握
し
や
す
く
し
て
い
る
。

Ｂ
　
過
去
・
完
了
の
助
動
詞
の
使
用

適 　
〻

─　　─６８



・
嘗
講
（『
年
譜
』）
▼
講
ぜ
し
　
・
是
年
米
子
侯
徒
封
於
豫
州
大
洲
（『
年

譜
』）
▼
米
子
侯
伊
豫
の
大
洲
に
封
を
移
さ
れ
し
時
　
・
先
生
從
移
焉

（『
年
譜
』）
▼
祖
父
に
從
ひ
て
移
り
き
　
・
不
允
（『
年
譜
』）
▼
許
さ
れ
ざ

り
き
　
・
乃
返
小
川
邑
（『
年
譜
』）
▼
小
川
村
に
歸
り
き
　
・
如
喪
親
戚

（『
年
譜
』）
▼
親
を
喪
す
る
が
如
く
な
り
き
　
・
為
二

良 
民 
（『
叢
談
』）
▼

　
ト

良
民
と
な
り
き
　
・
其
所
レ

傳
皆
皮
膚
而
已
（『
事
状
』）
▼
唯
其
の
文
章
を

學
ぶ
に
止
ま
り
し
が
　
・
日
用
ノ
則
リ
ト
シ
強
持
ス
ル
ヿ
久
シ
（『
行
状
』）

▼
日
々
之
を
力
め
行
ひ
き

・
遂
棄
官
而
去
（『
年
譜
』）
▼
官
を
棄
て
ゝ
去
り
ぬ
　
・
吾
於
了
佐
。
竭
吾

精
力
了
矣
（『
年
譜
』）
▼
吾
了
佐
に
於
て
殆
と
精
根
を
盡
く
し
了
は
り
ぬ

・
稱
（『
年
譜
』）
▼
云
へ
り
　
・
隱
於
農
（『
年
譜
』）
▼
農
業
を
營
め
り 

・
見
者
奇
之
（『
年
譜
』）
▼
覽
る
者
之
を
奇
な
り
と
せ
り
　
・
謂
人
生
所

當
爲
～（『
年
譜
』）
▼
人
の
為
す
べ
き
所
～
と
思
へ
り
　
・
先
生
及
病
革

（『
年
譜
』）
▼
一
日
病
革
ま
れ
り
　
・ 
嘗 
夜
（『
叢
談
』）
▼
夜
に
及
べ
り

　
テ

漢
文
で
は
「
嘗
」・「
遂
」・「
及
」
等
の
字
を
手
が
か
り
と
し
た
り
文
脈
か
ら

時
限
を
解
釈
し
て
訓
読
す
る
箇
所
を
、
過
去
や
完
了
の
助
動
詞
を
加
え
る
こ

と
で
表
し
て
い
る
。
読
み
手
の
解
釈
の
負
担
を
軽
く
し
て
分
か
り
や
す
く
し

て
い
る
。

Ｃ
　
漢
文
句
法
や
漢
文
訓
読
表
現
か
ら
和
文
表
現
へ
の
言
い
換
え

・
豈
無
大
於
是
者
哉
（『
年
譜
』）
▼
猶
是
よ
り
大
い
な
る
者
あ
る
べ
し
（
※

他
例
で
は
「
」
内
の
「
豈
～
哉
」
は
そ
の
ま
ま
）

・
侯
重
其
爲
人
也
。
不
允
（『
年
譜
』）
▼
藩
侯
其
の
人
と
爲
り
を
重
ん

じ
、
～
許
さ
れ
ざ
り
き

・
然
非
彼
勉
勵
之
功
。
吾
亦
未
如
之
何
也
（『
年
譜
』）
▼
然
れ
ど
も
彼
が
勉

強
倦
ま
ざ
る
を
以
て
遂
に
是
に
至
る
こ
と
を
得
た
り

・ 
不 
レ

　
ル
 
可 
レ

　
ラ
 
中 
之
　
ル

 
箭 
一
（『
事
状
』）
▼
中
た
る
ま
じ
き
箭

　
ニ

・
葬
之
於
小
川
邑
玉
林
寺
側
（『
年
譜
』）
▼
小
川
村
の
玉
林
寺
に
葬
り
ぬ
。

（
※「
之
（
コ
レ
ヲ
）」
の
不
使
用
）

・
曰
く
（『
叢
談
』）
▼
曰
ふ
や
う

・ 
中 
之

　
ル
ノ

 
地 
（『
事
状
』）
▼
中
た
る
位
地
　
・

　
ヲ

 
至 
之
　
ル

 
地 
（『
事
状
』）
▼
至
る
位

　
ニ

地
　
・ 
不 
レ

　
ル 
可 
レ

　
ラ 

中 
之
　
ル

 
箭 
一
（『
事
状
』）
▼
中
た
る
ま
じ
き
箭
（
※
連
体
形
と

　
ニ

体
言
を
つ
な
ぐ
「
之
（
ノ
）」
の
不
使
用
）

・
其
所
レ

傳
皆
皮
膚
而
已
（『
事
状
』）
▼
唯
其
の
文
章
を
學
ぶ
に
止
ま
り
し

が
（
※
文
末
の
「
而
已
」
の
言
い
換
え
）

・
稱
與
右
衛
門
（『
年
譜
』）
▼
通
稱
は
與
右
衛
門
と
云
ふ
　
稱
藤
樹
先
生

（『
年
譜
』）
▼
稱
し
て
「
藤
樹
先
生
」
と
云
へ
り
。（
※
字
音
表
現
か
ら
和

訓
表
現
へ
）

・
欲
使
其
服
賤
業
（『
年
譜
』）
▼
鄙
人
の
業
を
授
け
ん
と
欲
せ
り
（
※
使
役

用
法
か
ら
他
動
詞
へ
の
言
い
換
え
）

・
日
用
ノ
則
リ
ト
シ
強
持
ス
ル
ヿ
久
シ
（『
行
状
』）
▼
日
々
之
を
力
め
行
ひ

き
（
※
動
詞
連
体
形
＋
名
詞
＋
形
容
詞
か
ら
動
詞
＋
助
動
詞
へ
）

・
コ
ヽ
ニ
ヲ
イ
テ
感
涙
袖
ヲ
ウ
ル
ヲ
シ
テ
ヤ
マ
ズ
（『
行
状
』）
▼
感
激
し
て

涙
下
り
衣
を
霑
す

漢
文
訓
読
独
特
の
表
現
の
一
部
を
、
和
文
表
現
に
言
い
換
え
て
い
る
。
語
順

が
変
わ
る
な
ど
文
構
造
の
変
更
を
伴
う
場
合
も
あ
る
。

Ｄ
　
漢
文
訓
読
表
現
内
で
の
改
変

・
竊
就
先
生
請
學
醫
（『
年
譜
』）
▼
藤
樹
に
請
ひ
て
醫
學
を
受
け
ん
と
欲
す

（
※「
欲
す
」
の
付
加
）

─　　─６９



・
二
三
子
天
資
。
非
了
佐
之
此
。
苟
有
志
焉
。
何
患
不
成
（『
年
譜
』）
▼
了

佐
猶
然
り
、
況
や
了
佐
な
ら
ざ
る
者
を
や
（
※
漢
文
句
法
変
更
に
よ
る
構

文
の
簡
潔
化
）

・
讀
誦
數
十
遍
。
不
能
記
一
字
。
至
是
復
來
學
焉
（『
年
譜
』）
▼
僅
か
に
數

個
字
を
教
ふ
る
こ
と
數
百
遍
、
食
頃
に
し
て
叉
忘
れ
、
更
に
教
ふ
る
こ
と

數
百
遍
、
翌
日
に
し
て
叉
忘
る
（
※
対
句
表
現
に
よ
る
強
調
の
使
用
）

・ 
吾 
近
　
ハ

 
江 
人
。
中
江
與
右
衛
門
也
（『
叢
談
』）
▼
我
は
是
近
江
の
人
中
江
與

　
ノ

右
衛
門
な
り
（
※
会
話
部
で
の
「
～
ハ
是
…
」
の
使
用
）

・
吾
黨
雖
二

攘
獲 
為 
一 レ

　
ト
 
活 
。
豈
得
レ 

二

　
ヲ

 
之 
聖
　
ヲ

 
人 
一

哉
（『
叢
談
』）
▼
圖
ら
ざ
り

　
ニ

き
今
茲
に
聖
人
を
犯
す
こ
と
あ
ら
ん
と
は
（
※「
豈
～
哉
」
か
ら
倒
置
法
へ

の
変
換
）

こ
れ
ら
は
、
漢
文
訓
読
表
現
を
使
用
す
る
も
の
の
、
使
用
す
る
表
現
や
構
文

を
変
更
し
て
い
る
。
読
み
手
に
情
報
が
伝
わ
り
や
す
く
な
る
よ
う
に
表
現
す

る
方
向
で
の
改
変
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

Ｅ
　
文
を
続
け
る
（「
典
拠
」
に
於
い
て
文
が
切
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
る
箇
所

を
続
け
て
い
る
も
の
）

・
事
米
子
侯
。（『
年
譜
』）
▼
米
子
侯
に
仕
へ
、　
・
然
先
生
未
甞
以
自
足
。

謂
人
生
所
當
爲
。（『
年
譜
』）
▼
然
れ
ど
も
藤
樹
未
だ
以
て
足
れ
り
と
せ
ず
、

人
の
為
す
べ
き
所
　
・
是
年
侯
分
封
其
弟
。
爲
新
谷
侯
。
使
先
生
仕
焉
▼

斯
か
る
程
に
侯
の
弟
分
家
し
て
新
谷
侯
た
る
に
至
り
、
藤
樹
を
新
谷
に
附

け
ら
れ
た
り
　
・
悉
償
諸
債
。
至
是
所
齎
銭
～
。
與
僕
遣
歸
。
餘
銭
僅
百

文
（『
年
譜
』）
▼
諸
の
負
債
を
償
ひ
、
餘
す
所
の
錢
～
與
へ
て
歸
ら
し
め
、

己
れ
は
百
文
を
以
て
　
・
與
大
野
某
善
。
其
子
了
佐
▼
藤
樹
の
友
に
大
野

某
と
い
ふ
者
あ
り
、
其
の
子
了
佐
　
・ 
 
講  　
シ

 
習 
。
而
心
術
躬

　
フ

 
行 
人
（『
事

　
ノ

施 　
ヿ
ヲ

家 　
〻

人 　
〻

状
』）
▼
漢
學
を
以
て
人
た
る
の
道
を
講
じ
、
藤
樹
は
則
ち
實
踐
躬
行
と
て

・
吉
長
命
代
已
作
書
札
。
辭
理
暢
達
。
見
者
奇
之
（『
年
譜
』）
▼
祖
父
に
代

は
り
て
書
翰
を
作
る
に
、
文
章
整
ひ
意
味
明
瞭
に
し
て
覽
る
者
之
を
奇
な

り
と
せ
り
　
・
讀
庭
訓
式
目
等
書
。
誦
過
數
遍
盡
背
記
之
（『
年
譜
』）
▼

貞
永
式
目
を
習
ふ
に
、
數
遍
に
し
て
盡
く
之
を
諳
誦
す

・
至
是
所
齎
銭
三
百
。
内
分
二
百
。
與
僕
遣
歸
（『
年
譜
』）
▼
三
百
文
あ
り

け
れ
ば
、
二
百
文
を
僕
に
與
へ
て
歸
ら
し
め

・
因
請
奉
歸
以
養
焉
。［
母
（
舊
）］
不
可
。
～
先
生
以
母
老
侍
養
無
人
。
屡

陳
情
請
致
仕
。
侯
重
其
爲
人
也
（『
年
譜
』）
▼
其
の
後
母
を
大
洲
に
迎
へ

養
は
ん
と
思
ひ
し
も
、
母
故
郷
を
去
る
こ
と
を
悦
ば
ざ
り
し
か
ば
、
屡
上

書
し
て
、
致
仕
し
て
歸
養
せ
ん
こ
と
を
請
ひ
し
か
ど
、
藩
侯
其
の
人
と
爲

り
を
重
ん
じ
、

・
是
年
米
子
侯
徒
封
於
豫
州
大
洲
。
～
先
生
從
移
焉
。（『
年
譜
』）
▼
米
子
侯

伊
豫
の
大
洲
に
封
を
移
さ
れ
し
時
、
祖
父
に
從
ひ
て
移
り
き
。

・
其
所
レ

傳
皆
皮
膚
而
已
。
其
後
（『
事
状
』）
▼
唯
其
の
文
章
を
學
ぶ
に
止

ま
り
し
が
、
慶
長
、
元
和
の
頃

・
先
生
嘗
講
學
於
藤
樹
下
。
學
者
因
稱
藤
樹
先
生
（『
年
譜
』）
▼
屡
其
の
下

に
書
を
講
ぜ
し
を
以
て
門
人
稱
し
て
「
藤
樹
先
生
」
と
云
へ
り
。　
・
其
子

了
佐
愚
騃
。
某
慮
不
能
承
後
。
欲
使
其
服
賤
業
（『
年
譜
』）
▼
其
の
子
了

佐
の
愚
鈍
な
る
を
以
て
鄙
人
の
業
を
授
け
ん
と
欲
せ
り

・ 
我 
亦
　
レ

 
有 
二

防
箭
法
一

。
直 –   

　
リ

 
進  
而

　
シ
テ

 
無 
レ

　
キ
 
避 
而
已
（『
事
状
』）
▼
余
が
箭
を
防

　
ク
ル

ぐ
は
唯
直
ち
に
進
み
て
避
け
ざ
る
に
在
り
（
※「
～
有
り
。
…
の
み
。」
を

「
～
は
…
に
在
り
」
に
一
文
化
。）　
・ 
中 
二

　
ル
ハ 
吾 　ガ 
身 
一

。
命 –   

　
ニ

 
分 
之
箭
。
千
万
中

　
ノ

只 
有
 
 二（『
事
状
』）
▼
若
し
吾
に
中
た
る
者
あ
ら
ば
千
萬
中
の
一
枝
に
し

　
ル
ノ
ミ
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て
是
命
な
り
（
※「
～
は
。
…
。
─
有
る
の
み
」
を
「
～
あ
ら
ば
─
に
し
て

…
な
り
」
と
一
文
化
。）

・
此
ノ
經
ヲ
遺
セ
ル
ハ
何
ノ
幸
ゾ
ヤ
。
コ
ヽ
ニ
ヲ
イ
テ
感
涙
袖
ヲ
ウ
ル
ヲ
シ

テ
ヤ
マ
ズ
（『
行
状
』）
▼「
幸
に
此
の
書
の
存
せ
る
あ
り
～
」
と
感
激
し
て

涙
下
り
衣
を
霑
す

「
典
拠
」
で
は
別
文
と
し
て
訓
読
す
る
と
判
断
さ
れ
る
箇
所
を
、
つ
な
い
で
同

文
と
す
る
用
例
が
非
常
に
多
い
。
特
に
接
続
助
詞
を
使
用
し
て
文
を
続
け
て

い
る
場
合
は
、
文
と
文
の
関
係
を
表
す
こ
と
で
、
読
み
手
の
解
釈
の
負
担
を

軽
く
し
た
分
か
り
や
す
い
文
に
な
っ
て
い
る
。
短
文
が
並
ぶ
傾
向
の
漢
文

体
・
漢
文
訓
読
体
か
ら
、
一
文
が
長
く
切
れ
続
く
和
文
体
へ
接
近
し
て
い
る
。

（
２
）
仮
名
漢
字
交
じ
り
文
の
『
東
遊
記
』『
先
哲
像
伝
』
か
ら
の
改
変

Ａ
　
引
用
符
「
」
の
使
用

・ 
世 せ 
俗 
そ
の
徳
行
を

ぞ
く

 
崇 
ん
で
近 
江

た
つ
と

    
あ
ふ
み 
聖 せい 
人 
を
稱
す
。（『
像
伝
』）
▼
其
の
徳
行

じ
ん

に
於
て
は
～
世
間
傳
へ
て
「
近
江
聖
人
」
と
呼
べ
り
。　
・ 
飛 ひき 
脚 
は
～

や
く

 
別 
の
べ
つ

金
子
十
五
両
を
取
出
し
馬
か
た
に
あ
た
へ
も
し
此
弐
百
両
な
く
ば
～
と

（『
東
遊
記
』）
▼
飛
脚
謝
し
て
曰
は
く
、「
若
し
此
の
金
を
失
は
ば
～
」
と
、

別
に
金
十
五
両
を
出
だ
し
て
　
・
此 
金 
を
か
ね

 
受 
申
す

う
け

 
程 
な
ら
は
～
と
い
ひ
て

ほ
ど

（『
東
遊
記
』）
▼
馬
夫
曰
く
、「
奴
若
し
此
の
金
を
喜
ば
ゝ
～
。」
と
。 

・ 
飛 ひき 
脚 
も
や
く

 
感 
に
か
ん

 
堪 
か
ね
さ
る
に
て
も
そ
こ
は
い
か
な
る
人
に
て
お
は
す
と

た
へ

 
問 
ふ
に
（『
東
遊
記
』）
▼
飛
脚
感
歎
し
て
曰
は
く
、「
抑
君
は
如
何
な
る
人

とぞ
。」　
・ 
名 
あ
る

な

 
者 
に
あ
ら
ず
～
と
（『
東
遊
記
』）
▼
曰
は
く
、「
奴
豈
名

も
の

あ
る
者
な
ら
ん
や
。
～
」
と
　
・
其
人
こ
そ 
誠 
の

ま
こ
と

 
儒 
と
い
ふ
も
の
也
と
て

じ
ゆ

（『
東
遊
記
』）
▼「
是
こ
そ
眞
の
儒
者
な
れ
。」
と
て
　
・
人
に 
教 
申
べ
き

を
し
へ

 
程 
の
ほ
ど

 
学 がく 
徳 
な
し
と
て
（『
東
遊
記
』）
▼「
吾
が
學
徳
未
熟
な
り
。」
と
て

と
く

Ｃ
　
漢
文
句
法
や
漢
文
訓
読
表
現
か
ら
和
文
表
現
へ
の
言
い
換
え

・「
稱
す
。」（『
像
伝
』）
▼「
呼
べ
り
。」（
※
字
音
表
現
か
ら
和
訓
表
現
へ
）

Ｄ
　
和
文
表
現
か
ら
漢
文
訓
読
表
現
へ
の
言
い
換
え

・
～
と 
涙 
を

な
み
だ

 
流 
し
な
が

 
悦 
ぶ
に
（『
東
遊
記
』）
▼
曰
は
く
、「
～
」
と

よ
ろ
こ

　
～
と
い
ひ
て
（『
東
遊
記
』）
▼
曰
は
く
、「
～
」
と

　
～
と 
問 
ふ
に
（『
東
遊
記
』）
▼
曰
は
く
、「
～
」

と

　
～
と
い
ひ
す
て
ゝ
（『
東
遊
記
』）
▼
曰
は
く
、「
～
」
と

・ 
名 
あ
る

な

 
者 
に
あ
ら
ず

も
の

 
又 
（『
東
遊
記
』）
▼
豈
名
あ
る
者
な
ら
ん
や

ま
た

・
い
ひ
す
て
 ゝ
帰 
り
ぬ
（『
東
遊
記
』）
▼
辭
し
て
而
し
て
去
り
ぬ

か
へ

・
を 
願 
は
れ
し
に
（『
東
遊
記
』）
▼
教
へ
を
受
け
ん
こ
と
を
請
ふ
。

ね
が

・
二
日
か 
間 
あ
い
だ 
藤 たう 
樹 
の
じ
ゆ

 
門 
に
た
ゝ
ず
み
て

も
ん

 
帰 
ら
ず
（『
東
遊
記
』）
▼
門
に
た

か
へ

ち
て
去
ら
ざ
る
こ
と
二
日
（
※
倒
置
法
＋
体
言
止
め
）

・
と
あ
り
し 
故 
い
な
み
か
た
く
て

ゆ
ゑ

 
内 
へ
入
れ
（『
東
遊
記
』）
▼
爲
め
に
言
ふ

う
ち

所
あ
り
、
乃
ち
許
さ
れ
て
入
り
て

「
」
の
な
い
『
東
遊
記
』
で
は
会
話
部
の
始
め
・
終
わ
り
が
分
か
り
づ
ら
い
が
、

漢
文
訓
読
で
使
わ
れ
る
「
曰
は
く
」
を
先
に
示
し
て
さ
ら
に
「
」
を
付
す
こ

と
で
、
会
話
部
が
明
瞭
と
な
る
。『
東
遊
記
』
で
は
、
ど
の
よ
う
に
言
っ
た
の

か
を
多
様
に
表
現
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、『
中
學
國
文
讀
本
』
が
「
曰
は

く
」
と
い
う
画
一
的
な
表
現
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
表
現
の
豊
か
さ
と
い
う
点

か
ら
言
え
ば
、
後
退
し
て
い
る
。『
東
遊
記
』
と
の
比
較
で
は
、
和
文
表
現
を

漢
文
訓
読
表
現
に
改
変
し
て
い
る
箇
所
が
顕
著
で
、
よ
り
漢
文
訓
読
体
に
近

づ
け
て
い
る
と
言
え
る
。

─　　─７１



Ｅ
　
文
を
続
け
る

・ 
世 せ 
俗 
～
近 
江

ぞ
く

    
あ
ふ
み 
聖 せい 
人 
を
稱
す
。
～

じ
ん

 
鄕 きや 
里 
の
う
り

 
風 ふう 
俗 
は
、
道
路
に
て
遺
物
を

ぞ
く

 
拾 
は
ひ
ろ

ざ
る
に
至
り
し
と
ぞ
。
▼
～
門
人
の
み
な
ら
ず
、
延
き
て
鄰
里
鄕
黨
を
感

化
し
、
道
に
遺
し
物
を
拾
は
ず
、
～
世
間
傳
へ
て
「
近
江
聖
人
」
と
呼
べ

り
。

Ｆ
　
文
を
情
報
の
ま
と
ま
り
毎
に
区
切
る

・
加
賀
の 
飛 ひき 
脚 
金
子
弍
百
両
を
（『
東
遊
記
』）
▼
加
州
の
飛
脚
あ
り
、
官
金

や
く

二
百
兩
を

・ 
馬 
か
た
は
河 
原

う
ま

    
か
は
ら 
市 
へ
い
ち

 
帰 
り
（『
東
遊
記
』）
▼
馬
夫
は
河
原
市
の
村
人
な
り
、

か
へ

此
の
夜
家
に
歸
り
て

一
ま
と
ま
り
の
情
報
毎
に
切
る
こ
と
で
、
情
報
の
取
り
出
し
が
容
易
な
文
に

な
っ
て
い
る
。

Ｇ
　
長
い
文
を
切
る

・ 
返 
し
け
る
に
～
（『
東
遊
記
』）
▼
返
す
。　
・

か
へ

 
受 
ず
し
て

う
け

 
帰 
ら
ん
と
す
る

か
へ

 
故 
（『
東
遊
記
』）
▼
受
け
ず
。　
・
弐
歩
と
な
し
～
（『
東
遊
記
』）
▼
二
分

ゆ
ゑに

至
る
。　
・ 
願 
は
れ
し
に
～
（『
東
遊
記
』）
▼
請
ふ
。

ね
が

切
れ
続
き
に
続
く
冗
長
性
を
回
避
し
て
、
動
作
の
主
が
変
わ
る
と
こ
ろ
で
文

を
切
っ
て
い
る
。
動
作
の
主
が
明
確
に
な
る
こ
と
で
、
分
か
り
や
す
い
文
に

な
っ
て
い
る
。

（
３
）
文
体
改
変
の
特
徴

　
一
文
の
長
さ
に
つ
い
て
、
漢
文
体
・
漢
文
訓
読
体
か
ら
は
文
を
続
け
る
改
変

を
施
し
、
仮
名
漢
字
交
じ
り
文
か
ら
は
一
文
を
短
く
切
る
改
変
を
施
し
て
い
る
。

切
れ
切
れ
の
文
を
つ
な
ぐ
こ
と
で
文
と
文
の
関
係
が
明
確
に
な
り
、
長
く
続
く

文
を
動
作
の
主
が
変
わ
る
箇
所
で
切
る
こ
と
で
文
意
が
分
か
り
や
す
く
な
る
。

　
漢
文
独
自
の
表
現
に
つ
い
て
使
用
を
制
限
す
る
こ
と
で
、
誰
も
が
共
通
に
習

得
す
べ
き
表
現
を
減
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
和
文
的
な
表
現
を
漢
文
訓

読
体
の
表
現
に
言
い
換
え
る
こ
と
で
、
簡
潔
な
文
体
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

全
般
に
会
話
部
は
、
漢
文
訓
読
体
を
強
く
残
す
傾
向
が
あ
る
。

　
こ
こ
で
行
わ
れ
た
改
変
は
、
読
ん
で
分
か
り
や
す
い
文
に
す
る
方
向
の
も
の

が
多
い
。
分
か
り
や
す
さ
は
、
情
報
を
正
し
く
効
率
よ
く
伝
達
す
る
た
め
の
、

「
文
明
の
良
導
体
」
と
し
て
の
要
件
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

４
、
ま
と
め

　
右
の
「
典
拠
」
と
の
比
較
は
、
同
一
内
容
を
表
現
す
る
の
に
ど
の
よ
う
な
文

体
上
の
差
異
が
あ
る
か
を
取
り
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
内
容
の
重
な

る
部
分
以
外
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
取
り
上
げ
て
い
な
い
。
ま
た
、「
典
拠
」

と
同
様
の
文
体
的
実
践
も
取
り
上
げ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、『
日
本
普
通
文
如

何
』
で
の
提
案
の
う
ち
、
右
に
取
り
上
げ
た
こ
と
以
外
の
も
の
を
含
め
て
、
教

材
「
藤
樹
先
生
」
全
体
で
の
実
践
状
況
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　
頭
字
は
、
教
材
文
に
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
自
作
で
な
い
教
材
の
場
合
は
原

著
と
異
な
る
頭
字
表
記
の
使
用
に
は
抵
抗
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
自
作
教
材

の
み
に
頭
字
を
使
用
す
る
こ
と
を
避
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
格
助
詞
の
「
ガ
」
に
つ
い
て
は
、「
彼
が
勉
強
倦
ま
ざ
る
を
以
て
」・「
余
が
箭

を
防
ぐ
は
」
の
二
例
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
彼
ノ
勉
強
」・「
余
ノ
箭
を
防
ぐ

（
法
）」
と
同
様
の
連
体
修
飾
の
用
例
と
も
考
え
ら
れ
る
。「
吾
死
せ
ば
誰
か
能
く

斯
の
文
に
任
ず
る
者
ぞ
」「
藤
樹
曰
は
く
」
の
よ
う
な
格
助
詞
を
使
用
し
な
い
用
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例
が
多
い
こ
と
か
ら
、
主
格
の
「
ガ
」
は
使
用
し
て
い
な
い
と
見
て
お
く
。
こ

れ
は
、
格
助
詞
「
ノ
」
に
つ
い
て
も
同
様
で
、「
人
の
為
す
べ
き
所
」
の
一
例
も

連
体
修
飾
の
用
例
と
見
て
お
く
。『
日
本
普
通
文
如
何
』
で
は
、「
主
格
ノ
補
充
」

と
い
う
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「（
余
）
館
ニ
入
リ
」
の
よ
う
に
、

格
助
詞
を
伴
わ
な
い
も
の
が
例
示
さ
れ
て
い
る
。
教
材
「
藤
樹
先
生
」
で
は
、

取
り
立
て
る
場
合
は
「
藤
樹
は
」
の
よ
う
に
「
ハ
」
を
使
用
す
る
例
が
多
く
、

こ
れ
は
漢
文
訓
読
体
で
慣
例
的
に
送
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　「
語
ヲ
撰
ブ
コ
ト
」
は
、
漢
文
訓
読
表
現
か
ら
和
文
表
現
へ
の
言
い
換
え
や
、

和
文
表
現
か
ら
漢
文
訓
読
表
現
へ
の
言
い
換
え
で
具
現
化
し
て
い
る
。「
文
法
ヲ

正
シ
ク
ス
ル
コ
ト
」
は
、
漢
文
訓
読
表
現
を
過
去
や
完
了
の
助
動
詞
を
使
用
し

た
表
現
に
言
い
換
え
た
所
に
現
れ
て
い
る
。「
句
読
ヲ
正
シ
ク
ス
ル
コ
ト
」
に
つ

い
て
は
、
漢
文
訓
読
体
の
切
れ
切
れ
の
文
を
続
け
、
仮
名
漢
字
交
じ
り
体
を
動

作
の
主
が
変
わ
る
箇
所
で
切
る
改
変
と
し
て
実
現
し
て
い
る
。

　
な
お
、『
日
本
普
通
文
如
何
』
に
言
及
は
な
い
が
、
係
り
結
び
は
、
引
用
部
に

「
こ
そ
～（
已
然
形
）」
の
使
用
が
見
ら
れ
る
。

　『
日
本
普
通
文
如
何
』
で
示
さ
れ
た
規
範
は
、
あ
く
ま
で
理
論
上
の
方
針
で
あ

る
。
実
際
の
言
語
使
用
で
は
、
例
え
ば
、
ど
の
漢
文
訓
読
表
現
を
ど
の
よ
う
な

和
文
表
現
へ
の
言
い
換
え
る
の
か
と
い
っ
た
書
き
手
の
判
断
が
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
故
に
、「
普
通
文
」
を
創
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
中
古
か
ら
近
世
ま
で

の
既
存
の
言
語
文
化
が
資
源
と
し
て
教
材
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
編
者

自
ら
が
作
成
し
た
教
材
は
、
こ
う
し
た
資
源
を
活
用
し
た
一
つ
の
モ
デ
ル
と
し

て
提
示
さ
れ
た
と
言
え
よ
う
。

　
新
保
が
教
材
文
作
成
で
行
っ
た
創
意
は
、
漢
文
訓
読
体
と
仮
名
漢
字
交
じ
り

体
の
組
み
合
わ
せ
と
ず
ら
し
に
あ
る
。
本
事
例
か
ら
は
、
言
語
文
化
の
教
育
が
、

既
存
の
言
語
文
化
を
基
盤
と
し
な
が
ら
、
そ
の
継
承
と
変
容
と
し
て
展
開
し
て

い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。

　
新
保
の
書
い
た
文
章
は
、
多
く
の
後
の
教
科
書
に
採
ら
れ
て
い
る
。
既
存
の

文
体
を
資
源
と
し
た
新
保
の
「
普
通
文
」
実
践
は
、
後
の
「
普
通
文
」
創
出
の

資
源
と
も
な
っ
て
い
る
。

　
国
語
教
科
書
に
お
い
て
様
々
に
試
み
ら
れ
た
「
普
通
文
」
実
践
は
、「
普
通

文
」
を
め
ぐ
る
「
明
治
前
半
に
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
展
開
し
た
言
語
的 

」

の
実
際
を
顕
著
に
示
し
た
事
例
で
あ
る
。
同
じ
著
者
の
手
に
な
る
も
の
で
も
、

文
章
の
用
途
（
ジ
ャ
ン
ル
）
に
応
じ
た
文
体
が
実
践
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
う
し
た
文
体
実
践
と
し
て
教
科
書
教
材
を
分
析
す
る
の
が
本
研
究
の
課
題
で

あ
り
、
そ
の
際
、
今
回
抽
出
し
た
文
体
の
改
変
点
も
観
点
に
加
え
ら
れ
る
と
考

え
て
い
る
。

【
注
】

＊
１
　
菊
野
雅
之
「
文
範
と
し
て
把
握
さ
れ
る
古
文
：
明
治
期
教
科
書
編
集
者

新
保
磐
次
を
通
し
て
」（『
読
書
科
学
』　
、
日
本
読
書
学
会
、
二
〇
一
三

５５

年
）
に
、
人
物
、
め
ざ
し
た
言
文
一
致
体
、
作
成
教
科
書
が
通
観
さ
れ
て

い
る
。

＊
２
　「
い
ら
つ
め
」
第
一
号
（
明
治
二
〇
年
七
月
、
成
美
社
）
に
「
持
主
兼
印

刷
人
」
と
あ
る
。

＊
３
　
山
本
正
秀
『
近
代
文
体
発
生
の
史
的
研
究
』（
岩
波
書
店
、
一
九
六
五

年
）
後
期
第
七
章
に
掲
載
の
「
中
川
小
十
郎
「「
い
ら
つ
め
」
と
言
文
一
致

（
下
）」（『
立
命
館
文
学
』
昭
和
九
年
七
月
）」
に
「
新
保
磐
次
氏
の
「
日
本

普
通
文
如
何
」
は
明
治
二
十
年
六
月
の
出
版
で
あ
る
か
ら
、
物
集
先
生
の

格
闘＊　１４

─　　─７３



言
文
一
致
の
発
行
が
十
九
年
五
月
で
あ
つ
た
の
に
比
し
て
、
一
年
遅
れ
て

ゐ
る
が
、
そ
れ
は
雑
誌
「
い
ら
つ
め
」
発
行
の
資
金
が
缺
乏
し
て
ゐ
た
の

で
、
そ
の
資
金
を
得
る
手
段
と
し
て
新
保
氏
が
一
気
呵
成
的
に
執
筆
さ
れ

て
出
来
た
の
が
こ
の
一
書
で
あ
つ
た
。
而
も
そ
の
記
述
し
て
あ
る
事
項
は

当
時
「
い
ら
つ
め
」
同
人
の
間
で
話
し 
会 
つ
て
ゐ
た
所
の
も
の
で
あ
る
か

マ
マ

ら
、
山
田
美
妙
氏
の
後
に
在
つ
て
窃
に
言
文
一
致
運
動
に
参
加
し
つ
ゝ
あ

つ
た
所
の
私
ど
も
同
人
の
意
見
に
外
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。」
と
あ
る
。

＊
４
　「
故
高
峰
先
生
の
事
ど
も
」（
高
嶺
秀
夫
先
生
記
念
事
業
会
『
高
峰
秀
夫

先
生
伝
』
培
風
館
、
付
録
一
〇
頁
～
一
二
頁
、
一
九
二
一
年
）。
甲
斐
雄
一

郎
『
国
語
科
の
成
立
』（
東
洋
館
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
、　
頁
～
　
頁
）

１２８

１２９

は
、
こ
の
述
懐
を
傍
証
に
引
き
つ
つ
、
新
保
の
東
京
高
等
師
範
学
校
の
教

員
と
し
て
の
採
用
に
関
わ
っ
て
、
新
保
の
前
任
者
で
あ
る
稲
垣
千
穎
が

『
和
文
読
本
』（
明
治
一
五
年
、
普
及
舎
・
奎
文
堂
）
緒
言
で
排
撃
し
た
漢

文
脈
の
混
入
に
つ
い
て
、
東
京
師
範
学
校
校
長
の
伊
沢
修
二
や
高
峰
秀
夫

は
「
そ
れ
ら
を
も
包
摂
し
た
文
体
を
享
受
・
学
習
す
る
教
科
必
須
の
も
の

で
あ
る
と
す
る
理
念
」
か
ら
意
見
を
異
に
し
て
い
た
と
し
て
い
る
。

＊
５
　
拙
著
『
明
治
初
期
和
文
教
科
書
の
生
成
─『
本
朝
文
範
』
に
お
け
る
「
普

通
文
」
へ
の
歩
み
─
』（
渓
水
社
、
二
〇
一
七
年
）
と
一
部
同
内
容
を
含
む
。

＊
６
　
こ
の
こ
と
に
関
し
て
、
山
田
美
妙
は
『
言
文
一
致
論
概
略
』（
明
治
二

一
）
で
「
今
日
言
文
一
致
を
主
唱
す
る
学
者
に
は
二
種
類
が
有
つ
て
、
一

方
は
言
を
文
に
近
づ
け
る
事
、
又
一
方
は
文
を
言
に
近
づ
け
る
事
を
主
唱

し
ま
す
。
言
を
文
に
近
づ
け
や
う
と
思
ふ
人
の
過
半
は
所
謂
普
通
文
論
者

で
、
文
を
言
に
近
づ
け
や
う
と
思
ふ
人
の
過
半
は
所
謂
言
文
一
致
論
者
で

す
。」
と
述
べ
て
い
る
。

＊
７
　
新
保
磐
次
『
日
本
普
通
文
如
何
』（
明
治
二
〇
年
六
月
、
金
港
堂
）
一
九

頁
～
。

＊
８
　『
大
日
本
教
育
会
雑
誌
』
第
一
五
〇
号
（
明
治
二
七
年
一
二
月
）「
国
語

研
究
組
合
第
一
回
報
告
」。

＊
９
　
菊
野
前
掲
論
文
一
三
一
頁
。

＊
　
　
三
宅
と
新
保
は
、「
い
ら
つ
め
」
同
人
で
あ
っ
た
他
、
東
京
師
範
学
校
や

１０
金
港
堂
で
共
に
働
い
て
い
る
。
三
宅
は
、『
中
學
國
文
讀
本
』
の
他
に
も
新

保
編
集
の
談
話
体
採
用
の
小
学
校
用
『
日
本
讀
本
』（
明
治
一
九
年
、
金
港

堂
）
の
編
集
に
参
加
し
て
い
る
。
三
宅
は
、「
か
な
の
く
わ
い
」（
明
治
一

六
年
七
月
結
成
）
に
お
い
て
『
ぶ
ん 
の 
か
き
か
た 
に 
つ
き
て
』（
明
治

一
七
年
、「
か
な
の
ま
な
び
」
第
六
号
）
で
か
な
文
の
言
文
一
致
の
方
策
を

説
き
、『
ぞ
く
ご 
を 
い
や
し
む
な
』（
明
治
一
八
年
一
一
月
～
同
一
九
年

一
月
「
か
な
の
ざ
つ
し
」）
で
俗
語
の
使
用
を
提
唱
、『
言
文
一
致
ノ
論
』

（
明
治
二
一
年
、「
文
」
一
〇
号
）
で
「
口
語
ニ
修
辞
ノ
練
習
ヲ
加
フ
ル
コ

ト
」
を
提
案
す
る
等
、
言
文
相
近
の
主
張
を
展
開
し
た
。
山
本
前
掲
書
で

は
、
三
宅
の
『
読
本
教
授
ノ
趣
意
』（
明
治
二
一
年
、「
文
」
一
二
号
）
を

取
り
上
げ
て
「「
言
文
相
近
」
の
言
文
一
致
が
、
明
治
二
一
年
頃
の
学
校
教

育
上
で
の
適
切
な
文
章
道
だ
と
断
じ
て
い
る
。
こ
こ
で
三
宅
が
言
っ
て
い

る
の
は
、
小
学
読
本
採
用
の
「
か
な
交
り
文
」
上
の
言
文
相
近
に
よ
る
平

易
化
を
さ
し
て
い
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
」
と
し
、「
言
文
相
近

機

機

機

機

の
言
文
一

致
主
義
者
は
、
い
は
ゆ
る
普
通
文
主
義
者
と
い
う
こ
と
に
な
る
」（
　
～
　

１７

１８

頁
）
と
位
置
付
け
て
い
る
。

＊
　
　
同
教
科
書
の
「
鎌
倉
」、「
須
磨
」、「
松
嶋
」
が
、
三
土
忠
造
『
中
學
國

１１
語
讀
本
』（
明
治
三
四
年
、
金
港
堂
）
等
の
後
の
教
科
書
に
お
い
て
新
保
磐

─　　─７４



次
著
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
三
土
の
教
科
書
に
は
「
近
江
聖
人
」

と
い
う
教
材
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
「
藤

樹
先
生
」
を
元
に
作
成
さ
れ
た
と
言
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

別
稿
に
て
報
告
す
る
。

＊
　
　
新
保
磐
次
『
中
學
國
文
讀
本
　
巻
第
一
』
四
七
丁
～
五
〇
丁
。

１２
＊
　
　
岡
田
氏
本
『
藤
樹
先
生
年
譜
』、
会
津
本
『
藤
樹
先
生
年
譜
』、『
坐
臥

１３
記
』、『
近
世
畸
人
伝
』
は
、
記
載
内
容
が
異
な
っ
て
い
る
。

＊
　
　
イ
・
ヨ
ン
ス
ク
『「
国
語
」
と
い
う
思
想
─
近
代
日
本
の
言
語
認
識
』

１４（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
二
年
）
序
章
　
頁
。

２６

（
尾
道
市
立
大
学
）

─　　─７５




